
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の夏は、参議院選挙があ

ります。初めて18歳から投票

ができる選挙です。６年前に全

国区で当選した三原じゅん子

さんは、この夏には神奈川選挙

区からの立候補を決断し、自民

党からは唯一人の公認候補予

定者として県内各地を走り回

り、支持を訴えています。 

 黒川まさるとは、１歳違いの

ほぼ同世代として、横浜市と国

と、違うフィールドではありま

すが、政策課題の多くを共有し

て、政治の場で一緒に行政の壁

を壊す闘いに挑んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三原さん自身も子宮がんか

らの生還者として、予防として

のがん検診率のアップ、緩和ケ

アや患者の就労支援、がん教育、

子供や女性のがん対策などを

政策のトップに据えています。

黒川まさるもプロジェクトチ

ームの座長として取り組んだ

『横浜市がん対策推進条例』以

来、がん対策はライフワークの

政策課題として取り組んでい

ます。国のがん対策基本法とも

連動し、ともに医師や病院の目

線ではなく、患者や家族の視点

から対策を訴えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステム、児童

虐待防止、動物愛護なども、国

と地方がお互いに情報を交換

しながらより良いものへと政

策を進化させていくべきと意

見は一致しています。 

普段自動車が走る道路を開

放して二万五千人規模のフル

マラソン大会を実現させた黒

川まさるの次の野望は、日本最

初の市街地カーレースの横浜

での開催です。ご自身も元レー

サーでモータースポーツ振興

議員連盟の一員でもある三原

さんとも連携してまいります。 

 



 

 

 

 ２月6日、レイディアントシ

ティの近く、六浦台の山本助産

院に併設で『たんぽぽ』という

名前の『親と子のつどいの広

場』が出来ました。経営者の山

本詩子先生は、ゴッドハンドを

持つ助産師さんと妹から聞い

ていましたが、とても元気でパ

ワフルな女性経営者であり助

産師さんです。地中海の別荘の

ような素敵な助産院の地下に

ある広いスペースで子供たち

もお母さんたちも嬉しそうに

過ごしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ここでは親と子が集うだけで

なく、助産院のスタッフからも

子育てに関する様々なことも

学ぶことが出来ますし、子供が

生まれる前からも生まれてか

らもお世話になることが出来

る場として、これまでにないユ

ニークな広場になってくれる

と期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その２日後には、金沢文庫東

口にあった『つながりマーケッ

トままのわ』が、西口の旧道沿

いのマンションの一室に『親と

子のつどいの広場ままのわ』と

して再出発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表の松浦さんも、スタッフ

の長谷川さんも元気いっぱい

で『ヨコハマ市民まち普請事

業』や『商店街空き店舗活用事

業』など様々な助成金事業に挑

戦していましたが、ようやく安

心できる拠点が作れました。 

 

 

 

これまで区役所の事務は、市の事

務分掌条例の規則に定められてい

ただけでしたが、地方分権一括法を

受けて新たに条例が作られました。 

条例化されると行政はそれに縛ら

れ硬直化しがちです。担当常任委員

会の副委員長として、黒川まさるは 

特別自治市構想や都市内分権の進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢区にはこのような子育

て支援の拠点がこれで 5 か所

になります。それぞれに特徴の

ある子育て支援施設が区内各

地に出来ました。『たんぽぽ』

の山本先生がいろいろ行って

みて自分に合う居場所を見つ

けて欲しいとご挨拶していた

ので、スタンプラリーでもやっ

てみたらとフェイスブックで

発信したらすぐに『育ナビ.net』

の石塚さんが反応してくれて

アプリを試作してくれました。

このスピード感がネット時代

の良さなのですが、ここから先

が進まないのも役所なのです。 

 

 

 

 

 

 

展に合わせて条例も適宜修正すべ

きと提案し、附帯意見を付けての成

立となりました。市長提案の議案に

対する附帯意見は６年ぶりです。 

 

 

 

 


